
教育に役立てて

　大崎ものづくりネットワーク振興会が町へ、
プログラミングロボット10機を寄贈し、11月
26日（金）、贈呈式がおこなわれました。
　新平直

なおつぐ

嗣副会長は「より身近にプログラミン
グ教育に有効活用していただきたい」と話され
ました。
　ロボットは、６月に亡くなった同振興会元
会長の小川益

ますはる

治さんが、生前に、児童生徒の
ICT教育のため私財を投じて導入しました。今
後も町内の小学校でプログラミング教育に活
用される予定です。

プログラミングロボを贈呈
桜咲くいこいの場に

　11月25日（木）、いこいの森において、南九
州大崎ロータリークラブの皆さんと町農林振
興課の職員が、ボランティア清掃をおこない
ました。
　これは、同クラブ創立20周年を記念して植
樹した40本の桜の木の保全活動としておこな
われたものです。
　同クラブの上村雅

まさひこ

彦さんは「今回も皆さんの
協力で実施することができました。桜咲く憩
いの場になるよう清掃作業を続けていきたい
と思います」と話されました。

ロータリークラブが清掃活動

夢を持って努力を！

　11月21日（日）、ふれあいの里公園および町総合体
育館において『夢に向かってチェスト！ハッピーサッ
カー教室』が公益社団法人新大隅青年会議所の主催
でおこなわれました。
　これは、地域の未来を担う青少年の方と一般の方
に夢や目標に向かって挑戦し、困難に直面したとき
に乗り越える意欲を持ってもらうことを目的として
実施されました。
　鹿児島ユナイテッドFC応援リーダーの田上裕

ゆたか

さん
の講演の後、田上さんとスクールコーチの指導によ
る小中学生向けのサッカー教室がおこなわれ、曽於
地区から約50名が参加しました。
　大崎小学校５年の小牧旺

おうた

大さんは「もっとサッカー
のことを知りたくなりました」と意欲を見せました。

元プロサッカー選手がサッカー教室
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